
ポストラーニングコモンズと
してのアカデミック・リンク

高等教育・学習に変革をもたらす
新しい大学図書館のすがた



必要な知識の入手先という意
味では，大学と書店の重要性
は同時並行的に低下している

吉見俊哉「大学とは何か」（2011）



アカデミック・リンクは
学習を変える



アカデミック・リンクは
高等教育を変える



アカデミック・リンクは
大学図書館を変える



そのために，我々が今しな
ければならないことは何か。



我々が大学図書館の
過去から学ぶこと
大学図書館と学習支援：回顧



大学図書館と学習：回顧

 明治時代からレファレンスサービスと学習
との関連については議論があった

 第２次世界大戦後，新制大学が生まれたが，
大学図書館にはすぐには変化はなかった

 1960年代の東京大学附属図書館における岸
本改革は指定書制度の全国的な普及のきっ
かけになったと思われるが，これが成功し
たとは評価できない

 1970年代以降の大学図書館をめぐる国レベ
ルの政策的議論の中心は研究支援にあった



大学図書館と学習：回顧

 学習・教育のサイドから図書館が果たすべ
き役割についての発言は希薄であった

 情報リテラシー教育への関与等，総合的に
見れば図書館は学習・教育支援に関わろう
としてきた（が，基本的には教育サイドか
らは無視されてきた？？）

 1990年代になってようやく教育改革の機運
が高まり，2000年代の教育GPで図書館を取
り上げたものが脚光を浴びた（ラーニング
コモンズ）



教育の改革なくして，あるい
は大学図書館が教育改革を主
導することなくして，大学図
書館の学習支援，教育への関

与は成功しない



「大学図書館の整備について」
（審議のまとめ）」(2010年12月）

に描かれるこれからの大学図書館

 学習支援および教育活動への直接の
関与

 研究活動に即した支援と知の生産へ
の貢献

 コレクション構築と適切なナビゲー
ション

 他機関・地域等との連携及び国際対
応



学習支援
 ラーニングコモンズ
 図書館員による自学自習の支援
 院生や学部上級生による指導体制の
組織化

 ライティングセンター
 学生や教職員の知的交流活動の活性
化



教育活動への直接の関与
 情報リテラシー教育
 メディアリテラシー教育
 情報リテラシー教育のためのカリ
キュラムの共同開発，図書館職員の
教員兼務

 チュートリアルシステムの開発
 教材作成への関与，教材の整理・提
供
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研究開発部門 アクティブラーニング推進部門
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アカデミック・リンク機能実現のためのプロジェクト構築と組織



各プロジェクトの概要

プロジェクト名 概要

「レガシーコンテンツ
再生」プロジェクト

すでに刊行されているパッケージ型メディア（図書、ヴィデオなど）の電子的
再生と学習における利活用のための提供環境を整備する。

「デジタルコースパッ
ク」プロジェクト

自作教材、著作物の一部など、これまで教室での配布にとどまっていた授業
資料の電子的パッケージ化を実現し、提供環境を整備する。

「オンラインクラス
ルーム」プロジェクト

授業の動画配信を中心とするe-learning環境を整備し、実施する。

「情報利用行動定点
観測」プロジェクト

学生の学習行動と学習成果の関連を、情報利用行動と学習／生活空間の
利用状況から継続的、横断的に検証する（調査の実施、分析）。

「参加する学習」プロ
ジェクト

アクティブ・ラーニング・スペースでのコンテンツを利用した「学生による学生
のための学習相談」を実現し、そのためのアカデミック・リンクによる体系的
SA研修を構築する。

「教育力」・「学習力」
向上プロジェクト

学生、教職員によるアカデミック・リンク機能についての理解と活用を促し、
学習、教育にかかるスキルの向上を実現する（セミナー、シンポジウム、FD
の実施）。

「新しい図書館員」プ
ロジェクト

学習に関与する新しい図書館員概念を確立するとともに、彼らを中心に、教
員、図書館員、学生の協働を基礎とする個別的学習支援モデルを構築し、
実施、評価する。



まとめにかえて



アカデミック・リンクの
ユニークさ

 単なる「ラーニング・コモンズ」を超えて
 コンピュータが並んだ学習空間を提供するだけではなく，

コンテンツ, 人的サポートを併せて提供する。

 単なる「授業のデジタル配信」を超えて
 授業を学習を促すための契機ととらえ，授業資料ナビ

ゲータ（パスファインダー）やディスカバリーツールを
用いて，多様なコンテンツを利用できるようにする。

 単なる「本のデジタル化」を超えて
 授業というコンテクストを活用しつつ，図書のみならず

、図書の一部や教材もデジタル化して提供する。



アカデミック・リンクの
ユニークさ

 単なる「タブレット型端末」の利用を超えて
 利用者の多様な利用ニーズに対応できるよう，様々な形

態でのコンテンツ提供を実現する。

 単なる「Learning Management System」を超えて
 コンテンツとのシームレスなリンクを提供する。

 単なる「図書館の改革」を超えて
 教育部門，情報基盤部門，コンテンツ提供部門の融合に

よる次世代の学習基盤整備をめざす。

 単なる「千葉大学の教育改革」を超えて
 わが国の高等教育における，学習とコンテンツ利用を融

合させた新たな学習環境構築の先導的モデルとなる。



アカデミック・リンクは学習
コンテンツ基盤の整備を通じ
て大学教育の改革を促進する



コンテンツ＋技術＋制度 ⇒ 改革！
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